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新しいまちづくりの計画

室蘭市総合計画の見直しの基本ポイント

まちづくりの計画

新
し
い
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新しいまちづくりの計画

 室蘭市は、平成１０年に策定した

 「第４次室蘭市総合計画」に基づいて、

 白鳥大橋やものづくりの技術、豊かな自然などを

 生かしたまちづくりを進めてきました。

 今後も地域の大切な資源を生かしながら、

 社会の変化へ柔軟に対応するため、

 総合計画の基本的な取り組み（基本計画）を見直しています。

 市民の皆さんとともに進める住みよいまちづくりのため、

 「総合計画とは何か」「新しい計画の考え方」などを紹介します。

第
４
次
室
蘭
市
総

合
計
画
は
、
白
鳥
大

橋
が
開
通
し
た
平
成

　

年
に
作
り
ま
し
た
。

１０白
鳥
大
橋
を
ま
ち
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

ま
ち
の
将
来
像
に

「
海
と
科
学
技
術
の

サ
ー
ク
ル
都
市
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
の
資
源
を
生

か
し
た
「
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
」

を
示
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
で
は
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
福
祉
・
教

育
・
都
市
基
盤
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ら
を

一
つ
の
方
向
性
の
も

と
に
、
計
画
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
総
合
計

画
は
、
大
き
く
分
け
て
、
ま
ち
の
将
来
像

と
方
向
を
示
す
基
本
構
想
と
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
示
す
基
本
計

画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
の�
ま
ち
づ
く
り
の
道
し
る
べ
�

と
な
る
計
画
が
「
総
合
計
画
」
な
の
で
す
。

海
と
科
学
技
術
の
サ
ー
ク
ル
都
市

�サークル都市としての土地利用
�サークル都市としてのまちづくり

白鳥大橋へ対応したまちづくり

�港の活用
�豊かな海･自然の活用

港・海へ対応したまちづくり

�工業振興と研究開発
�科学技術の拠点づくり

科学や工業技術へ
 対応したまちづくり

�ゆとりや豊かさを実感できる地域社会
�安心して暮らせる地域社会
�快適で安全に暮らせる地域社会

安心･安全で豊かな地域社会へ
 対応したまちづくり

�地域連携によるまちづくり
�市民に開かれた市政運営

地方の時代へ
 対応したまちづくり

中央ふ頭に入港した飛鳥Ⅱ。
天然の良港、室蘭港には、
貨物船だけでなく、客船な
ど、多くの船が出入りする。

総合計画は
「まちづくりの道しるべ」

現在の総合計画
「第４次室蘭市総合計画」

５つのまちづくりの方向
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新しいまちづくりの計画

昭
和　

年
代
か
ら

３０

の
高
度
経
済
成
長
に

よ
り
、
室
蘭
の
鉄
鋼

業
を
は
じ
め
と
す
る

産
業
経
済
は
大
き
く

発
展
し
ま
し
た
が
、

一
方
で
、
上
下
水
道

や
公
園
な
ど
の
生
活

基
盤
整
備
の
立
ち
遅
れ
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。ま
た
、道
路
や
市
街
地
開
発
な

ど
が
中
心
の「
都
市
開
発
計
画
」は
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
わ
た
っ
て

の
総
合
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
た
昭
和　

年
、

４７

室
蘭
市
で
最
初
の
総
合
計
画
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
西
胆
振
地
域
の
連

携
や
、
資
源
を
生
か
し
た
「
広
域
都
市
の

実
現
」、
新
し
い
産
業
の
誘
致
や
、
製
品
の

付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
す
「
高

次
工
業
地
域
の
形
成
」、
港
湾
機
能
の
強

化
と
陸
上
輸
送
網
の
整
備
に
よ
り
、
工
業

の
発
展
を
目
指
す
「
特
定
重
要
港
湾
の
充

実
」、
教
育
･
文
化
や
生
活
水
準
の
向
上

に
努
め
、
年
々
増
加
す
る
人
口
に
対
応
す

る
「
福
祉
都
市
の
実
現
」
が
、
柱
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

以
後
、
そ
の
時
々
の
時
代
背
景
や
社
会

情
勢
を
反
映
し
な
が
ら
、
総
合
計
画
が
作

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

将
来
像
を
見
つ
め
、
最
初
の

総
合
計
画
を
昭
和　

年
に
策
定

４７
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昭
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〜
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年
代

４０

昭
和　

年
４７

昭
和　

年
５３

昭
和　

年
６３

平
成　

年
１０

平
成　

年
１７

高
度
経
済
成
長
。
室
蘭
の
ま
ち
も
大
き
く
発

展開
港　

年
･
市
制
施
行　

年

１００

５０

市
民
憲
章
を
制
定

最
初
の
総
合
計
画

変
動
為
替
相
場
制
へ
の
移
行
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

第
２
次
総
合
計
画「
健
康
で
豊
か
な
、
だ
れ
も

が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
生
産
・
流
通
都
市

の
建
設
」（
人
が
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

へ
）

鉄
鋼
や
造
船
な
ど
基
幹
産
業
の
生
産
縮
小
や

合
理
化
、
人
口
の
激
減
な
ど
に
よ
り
地
域
が

衰
退

第
３
次
総
合
計
画
「
人
間
性
豊
か
な
海
洋
･

科
学
技
術
都
市
（
ヒ
ュ
ー
マ
テ
ッ
ク
む
ろ
ら

ん
）」（
第
２
次
総
合
計
画
の
�
人
が
中
心
�

の
考
え
方
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
産
業
と
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
計
画
へ
）

白
鳥
大
橋
が
開
通

第
４
次
総
合
計
画
（
現
在
の
総
合
計
画
）「
海

と
科
学
技
術
の
サ
ー
ク
ル
都
市
む
ろ
ら
ん
」

（
白
鳥
大
橋
を
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
に
、
港
や
工

業
、
自
然
な
ど
地
域
資
源
を
生
か
し
た
計
画

へ
）

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話

が
普
及
。
高
度
情
報
社
会
へ

国
勢
調
査
で
、　

年
ぶ
り
に
人
口
が　

万
人

５８

１０

を
下
ま
わ
る

室蘭の歩みと総合計画

室蘭市の人口の推移（国勢調査に基づく）

室蘭の歩みと総合計画

※構成比は四捨五入の関係で１００％に
ならない場合があります。
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新しいまちづくりの計画

第
４
次
室
蘭
市
総

合
計
画
の
将
来
像
と
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向

を
引
き
継
ぎ
、
社
会

変
化
へ
柔
軟
に
対
応

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
、
平
成　

年
２０

３
月
の
策
定
を
目
指

し
て
、
見
直
し
ま
す
。

技
術
や
港
、
地
球
岬
や
イ
タ
ン
キ
浜
を
は

じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
マ
チ

の
シ
ン
ボ
ル
「
白
鳥
大
橋
」
は
、
か
け
が

え
の
な
い
財
産
で
す
。
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
ま
ち
の
財
産
を
生
か

し
、
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
第
４
次
総
合
計
画
の
将
来
像

と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
（
基
本
構
想
）
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
目
指
し
、
構

想
実
現
の
基
本
的
な
取
り
組
み
（
基
本
計

画
）
を
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

現
在
の
総
合
計
画
が
作
ら
れ
て
か
ら　
１０

年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
飛
躍
的
な
普
及
に

よ
り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成　

年
の
国
勢
調
査
で
は
、

１７

　

年
ぶ
り
に
人
口
が　

万
人
を
割
り
、
高

５８

１０

齢
化
率
は　

・
７
％
と
、
４
人
に
１
人
が

２５

高
齢
者
と
い
う
状
況
で
し
た
。
今
後
も
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、
人
口
の

減
少
･
超
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
、
新
た

な
変
化
や
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
、
室
蘭
の
も
の
づ
く
り
産
業
は
、
か

つ
て
な
い
ほ
ど
の
活
況
に
あ
り
ま
す
。

室
蘭
に
と
っ
て
、
高
度
な
も
の
づ
く
り

社
会
の
変
化
と
今
後
の
課
題

ま
ち
の
財
産
を
生
か
し
た

わ
か
り
や
す
く
柔
軟
な

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
へ

新
た
な
総
合
計
画
づ
く
り
は
、
今
後
も
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」を
作
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

《
詳
細
》
企
画
課
�
◯２５
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総合計画の見直しのポイント

社会変化に柔軟に対応

福祉や教育、産業、観光など各分
野には、それぞれの取り組みを推進
するための個別の計画があります。
今後も地域の情勢や国の制度など、

私たちを取り巻く環境は、変化する
ことが予想されます。その時々の変
化に対応するため、具体的な取り組
みは、各分野の個別計画を中心にま
ちづくりを推進していきます。

取り組み中心から目標中心

これまでの計画は、主に行政の取
り組みが中心の内容となっていまし
た。
新しい計画では、１０年後に向けた

まちづくりの目標を作り、市の事業
や、地域のさまざまな活動を通じな
がら、目標の達成を目指していきま
す。また、目標の達成が実感できる
ように、分かりやすい指標を作るこ
とで、実感できる、身近なまちづく
りの計画を目指します。

基本構想

第4次総合計画
（現在の総合計画）

「海と科学技術のサークル都市むろらん」
新たな総合計画

まちの将来像
まちづくりの方向

基本計画に基づくさまざまな事業

基本計画

平成１０～１９年度
構想実現のための取り組み

基本構想

個別計画に基づくさまざまな事業

まちづくりの目標まちづくりの目標
新
・
基
本
計
画

新
・
基
本
計
画

福祉、教育、産業、観光など
各分野の個別計画

福祉、教育、産業、観光など
各分野の個別計画

見直す

引き継ぐ

新しい
まちづくり計画の策定

「何をします」から「こんなまちにしよう」の計画へ


